
印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

5
Ờỏ
本
埜
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ồ
緯
碓97 
5
5
0
3
ỜỐ

第
6
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　
　
　
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
2
月
　
日
臥
・
正
午
Ỗ
午
後
4
時
Ố

13

■場 
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ồ
佐
倉
2
階

ホ
ồ
ル
ớ
京
成
佐
倉
駅
北
口
直
結
ỜỐ

■対 
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
ỏ
医

療
関
係
従
事
者
ỏ
地
域
担
当
職
員
ỏ

訪
問
看
護
師
ỏ
介
護
福
祉
士
ほ
か
Ố

■内 
次
の
と
お
り
Ố

怯
講
演

噛
講
師
ộ
青
木
佐
紀
子
氏
ỏ
高
野

 弘
栄
 氏
ớ
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院
皮

ひ
ろ
え

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
ỜỐ　

テ
ồ
マ
ộủ
ス
ト
ồ
マ
ケ
ア
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
処
方
法
と
予
防
法
ỨỐ

怯
実
技
演
習
と
デ
ỹ
ス
カ
ỽ
シ
ἀ
ン

ớ
補
装
具
展
示
相
談
会
Ờ

正
午
Ỗ
午
後
1
時
と
休
憩
時
間
に
お

け
る
補
装
具
メ
ồ
カ
ồ
ỏ
販
売
店
に

よ
る
展
示
相
談
会
Ố

■費 
無
料
Ố

■問 
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ồ
協
会
ớ
緯
0

4
3
Ổ
3
0
9
Ổ
7
5
7
1
ỏ
平
日

の
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前
　
時
Ỗ

10

午
後
5
時
ỜỐ

農
業
版
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク

　
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
ỏ
農
作

業
の
労
働
力
確
保
を
支
援
す
る
た
め

ủ
農
業
版
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
Ứ
事
業
を

行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
農
家
で
働
い
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
人
は
ỏ
ぜ
ひ
登
録
し
ま
せ
ん
か
Ố

※
本
事
業
は
ỏ
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
ớ
職

業
安
定
所
Ờ
と
は
異
な
り
ま
す
Ố

ừ
働
い
て
み
た
い
人
の
登
録
Ử

■対 
市
内
在
住
の
農
業
研
修
受
講
者
Ố

ừ
農
業
研
修
Ử

■時 
3
月
3
日
牙
ỏ
4
日
画
の
2
日
間
Ố

■内 
作
物
栽
培
の
基
礎
講
習
ỏ
農
作
業

■費 
無
料
Ố

■他 
質
問
は
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
Ố

■問 
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
ớ
■携 
0
9
0
Ổ
6
0
1
2

Ổ
4
4
8
4
ỜỐ

介
護
予
防
啓
発
普
及
講
演
会

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
ỏ
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
健
康
づ

く
り
を
考
え
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

27

10

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
Ố

■内 
次
の
と
お
り
Ố

怯
講
演

噛
講
師
ộ
安
本
勝
博
氏
ớ
津
山
市
役

所
健
康
増
進
課
主
査
・
作
業
療
法
士
ỜỐ

テ
ồ
マ
ộ
ủ
め
ざ
せ
元
気
鎧
こ
け
な

い
か
ら
だ
講
座
Ứ
に
学
ぶ
地
域
づ
く

り
と
健
康
づ
く
り
Ố

怯
市
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
Ố

■費 
無
料
Ố

■申 
不
要
Ố

■問 
高
齢
者
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

ớ
緯
碓42 
5
1
1
1
・
胃
碓40 
3
8
8
1
・

■メール koureika@
city.inzai.lg.jp

ỜỐ

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査

　
市
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ
ỏ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ồ
で
は
ỏ
高

齢
者
世
帯
の
実
態
を
把
握
し
ỏ
福
祉

サ
ồ
ビ
ス
の
提
供
に
役
立
て
る
た
め
ỏ

訪
問
調
査
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
　
歳
以
上
の
高
齢
者
が
在
宅
し
て

65
い
る
世
帯
に
ỏ
支
援
セ
ン
タ
ồ
職
員

が
伺
い
ま
す
の
で
ỏ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
Ố
な
お
ỏ
支
援
セ
ン
タ
ồ

職
員
は
ỏ
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
高
齢
者
の
介
護
や
生
活
に

関
す
る
相
談
も
各
支
援
セ
ン
タ
ồ
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
Ố
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
Ố

■問 
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ

ớ
緯
電
話
碓42 
2
9
2
2
Ờỏ
印
旛
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
碓98 
1
1
1

の
実
習
ỏ
農
機
具
の
取
り
扱
い
な
ど
Ố

■定 
　
人
Ố

15
■費 
2
2
4
円
ớ
傷
害
保
険
料
ỜỐ

■申 
事
前
に
電
話
で
住
所
ỏ
氏
名
ỏ
年

齢
ỏ
性
別
ỏ
電
話
番
号
を
連
絡
し
ỏ

2
月
　
日
我
ま
で
に
傷
害
保
険
料
を

17

農
政
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
Ố

ừ
農
家
の
登
録
Ử

胸
登
録
期
間
ộ
随
時
Ố

■対 
市
内
の
農
地
所
有
者
Ố

■申 
登
録
申
請
書
と
個
人
情
報
提
供
同

意
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ỏ
登
録

証
用
の
写
真
一
枚
ớ
縦
4
・
5
㎝
×

横
3
・
5
㎝
Ờ
を
左
記
ま
で
持
参
Ố

※
登
録
申
請
書
は
左
記
ま
た
は
J
A

西
印
旛
本
店
経
済
部
で
配
布
Ố

■問 
農
政
課
振
興
班ớ
緯
内
線
3
7
4
ỜỐ

経
営
所
得
安
定
対
策

　
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
に
よ
り
ỏ

販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
ỳ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
ỏ
そ
の

差
額
が
交
付
さ
れ
ま
す
Ố

胸
申
請
期
間
ộ
4
月
Ỗ
6
月
Ố

胸
交
付
金
は
次
の
通
り
で
す
Ố

▼
ừ
米
の
直
接
支
払
交
付
金
Ử
米
の

生
産
数
量
目
標
を
達
成
し
た
農
業
者

に
対
す
る
交
付
金
▼
ừ
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
Ử
水
田
で
の
転
作

作
物
の
作
付
に
対
す
る
交
付
金
▼

ừ
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
Ử
水

田
・
畑
地
共
通
の
戦
略
作
物
の
作
付

に
対
す
る
交
付
金
Ố

　
2
月
下
旬
ご
ろ
に
農
業
者
に
パ
ン

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
ủ
一
日
赤

十
字
Ứ
を
開
催
し
ま
す
Ố

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
Ỗ
午
後
3
時
Ố

20

10

■場 
中
央
公
民
館
Ố

■内 
臼
災
害
に
つ
い
て
ớ
上
映
有
り
Ờ

東
日
本
大
震
災
Ỗ
復
興
へ
向
け
て
の

被
災
地
の
人
々
と
支
援
に
か
か
わ
る

人
々
の
様
子
ỏ
渦
心
肺
 蘇
 生
法
ỏ
A

そ

E
D
操
作
体
験
な
ど
ớ
昼
食
は
非
常

食
を
試
食
し
ま
す
ỜỐ

■対 
小
学
生
以
上
Ố

■定 
　
人
Ố

50
■費 
無
料
Ố

■申 
2
月
2
日
峨
Ỗ
　
日
我
ま
で
に
電

10

話
で
左
記
ま
で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
ớ
緯
内
線
2
5
6
ỜỐ

グ
ル
ồ
プ
ホ
ồ
ム
学
習
会

Ỗ
障
害
者
が
地
域
で

　
　
　
　
生
活
す
る
た
め
に
Ỗ

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

14

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ồ
福
祉
団
体
室
Ố

噛
講
師
ộ
島
田
将
太
氏
ớ
印
旛
圏
域

障
害
者
グ
ル
ồ
プ
ホ
ồ
ム
等
支
援

ワ
ồ
カ
ồ
ỜỐ

怯
児
童
手
当
は
毎
年
6
月
に
更
新
の

手
続
き
ớ
現
況
届
Ờ
が
あ
り
ま
す
Ố　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
6
月
以
降

の
児
童
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
Ố

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
ỏ

早
急
に
提
出
ま
た
は
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
Ố

※
2
月
　
日
我
に
児
童
手
当
定
期
払

10

い
を
予
定
し
て
い
ま
す
Ố

※
公
務
員
は
ỏ
各
職
場
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
Ố

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
ớ
緯

内
線
2
4
8
ỜỐ

ủ
一
日
赤
十
字
Ứ
を
開
催

　
印
西
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
ỏ
地

域
の
み
な
さ
ん
に
赤
十
字
の
活
動
を パート衛

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
年
金
相
談
所

　
国
民
年
金
ỏ
厚
生
年
金
に
関
す
る

こ
と
ỏ
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記

録
の
確
認
な
ど
ỏ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
Ố

■時 
2
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
Ỗ
午
後

25

10

3
時
　
分
ớ
一
人
　
分
間
ỜỐ

15

30

■場 
本
埜
支
所
相
談
室
Ố

■定 
8
人
ớ
予
約
制
ỜỐ

■他 
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
Ố

■申 
2
月
　
日
我
ま
で
に
電
話
で
左
記

10

ま
で
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 ớ
緯
内
線
2
8
8
ỜỐ

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

　
国
民
年
金
で
は
ủ
前
納
Ứ
と
い
う

保
険
料
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
Ố

ừ
2
年
前
納
Ử
口
座
振
替
の
み
可
Ố

ừ
1
年
お
よ
び
6
カ
月
前
納
Ử
口
座

振
替
ỏ
納
付
書
納
付
ỏ
ク
レ
ジ
ỽ
ト

カ
ồ
ド
納
付
が
可
能
Ố

※
2
月
末
日
ま
で
に
お
手
続
き
を
Ố

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
ớ
緯
0
4
7
Ổ

4
2
4
Ổ
8
8
1
1
Ờỏ
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
Ố

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

　
　
　
　
児
童
手
当
の
手
続
き

　
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
ỏ
申
請
に
基
づ
き

児
童
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
Ố

　
出
生
・
転
入
し
た
人
は
ỏ　
日
以

15

内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　
日
を
過
ぎ
た
場
合
は
ỏ
申
請
を
し

15た
翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
Ố

ừ
支
給
月
額
Ử

▼
3
歳
未
満
1
5
街
0
0
0
円
▼
3

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
1
0
街
0
0

0
円
ớ
第
三
子
以
降
は
1
5
街
0
0

0
円
Ờ
▼
中
学
生
1
0
街
0
0
0
円
Ố

※
所
得
制
限
超
過
世
帯
は
一
人
5
街

0
0
0
円
Ố

子
育
て

フ
レ
ỽ
ト
を
配
布
予
定
Ố

■問 
農
政
課
農
政
班ớ
緯
内
線
3
7
2
ỜỐ

福
祉

国
保
・
年
金

■時 2月21日（日）・午後２時～４時。
■場 中央公民館5階講堂。
■内 演題「地域コミュニティ形成につ
ながるボランティア活動～共生社会
としての市民社会～」。
噛講師… 會澤純一郎 氏（宮城県ボ

あいざわじゅんいちろう

ランティア協会理事、宮城県環境教
育リーダー、 塩ᜱ 市民ボランティア

しおがま

「希望」代表）。
■定 150人。■費 無料。
■他 駐車場に限りがあるため、公共交
通機関をご利用ください。
■申 直接会場へ。
■問 印西市社会福祉協議会（緯碓42 
0294）。

農
業

平成28年（2016）2月1日号（8）

■対 市内の小学校に就学中で、夫婦共働きな
どのため、保護者やほかに監護する人がい
ない家庭の児童など。
胸開所時間…午前8時～午後7時（春休み
期間中のみ）。
胸休所日…日曜日。
胸保育料…日額1,000円（上限有り）。
■申 2月29日（月）（必着）までに、次の臼～嘘
を下記まで郵送、または保育課、各支所ま
で持参（小林、小林第2、六合、牧の原、しお
んは、直接各学童クラブへ申し込み）。
臼学童クラブ入所許可申請書、渦保護者の
就労証明書、または日中、家庭にいないこ
とを証明できる書類、嘘児童の健康状況等
調書。
※出張所などでは受け付けできません。
先着順ではありません。書類は、保育課、
各支所、各学童クラブで配布、または市の
ホームページからダウンロードも可。
【共通】4月1日以降の春休みの入所は、

新年度の入所状況により空きが変更にな

るため、保育課までお問い合わせください。

※１指定管理者により管理運営。
※２NPO法人しおんの家が運営。
■問 保育課管理班（緯内線225）。

学童クラブ一覧
入　所

3月31日まで名　称
不可木刈学童クラブ
可原山学童クラブ
不可木下学童クラブ
不可小倉台学童クラブ
不可小倉台第2学童クラブ
可西の原学童クラブ
可西の原第２学童クラブ
可高花学童クラブ
可内野学童クラブ
可内野第2学童クラブ
不可大森学童クラブ
不可原学童クラブ
不可原第2学童クラブ
不可いには野学童クラブ
不可滝野学童クラブ
可平賀学童クラブ
可永治学童クラブ
可本埜第一学童クラブ

緯碓80 8677※1小林学童クラブ
緯碓97 6261※1小林第2学童クラブ
緯碓98 1128※1六合学童クラブ
緯碓46 1400※1牧の原学童クラブ
緯碓46 3928※2しおん第１・２学童クラブ

 春休み期間中の学童クラブ短期入所
　市内の学童クラブでは、小学校の春休みに入所を希望する児童を受け入れます。

地域コミュニティを学ぶ
ボランティア連絡協議会記念講演


